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　日本共産党の山下芳生書記局長は２月８日、国会内で記者会見
し、日本共産党、民主党、維新の党､社民党､生活の党の野党５党
で安保法制＝戦争法廃止法案を共同提出する動きがあることに
ついて問われ、１９日に提出する方向で協議をしていると表明し
ました。

「野党は共闘」
の声にこたえ「戦争法廃止の政府」実現へ全力

野党５党が共同で
戦争法廃止法案提出へ

　記者会見で山下氏は「この間、安保法制＝戦争法の廃止法案を５野党が共同して、で
きれば同法が強行成立されてから５カ月となる１９日までに出そうではないかと、わが党から
も提起してきました。いまそういう方向で事態が動いているのは大変喜ばしいことだと思っ
ています」と述べました。

　共同提出法案の意義について、「戦争法
廃止の国民運動をいっそう発展させるため
の旗印としたいと思います」と語るとともに、法
案の成立に向けて「国会論戦、国民運動で
さらに奮闘していきたい」と語りました。

戦争法廃止の国民運動
さらに発展させたい

共産党・山下書記
局長が表明

▲署名行動にとりくむ山添拓（やまぞえ たく）さん（新宿西口）

参議院（東京選挙区）予定候補
弁護士・31歳 やまぞえ・たく

山 添 　 拓
　「戦争法廃止の政府」の実現、「野党共闘」の
実現の力は、なにより国民、都民のみなさんの
世論と行動です。安倍政権を打倒し、立憲主義
をとりもどすために、ぜひ力をあわせましょう。


